
　LGBT にとって、戸籍上の性別と外見上の違いからく

るトランスジェンダーの就職問題や性別移行問題、結婚

やパートナーシップに関わる問題、セクシュアル / ジェ

ンダーハラスメントなど、就労に関わる問題は様々あり

ます。こうした課題の解決にむけて、PROUD　LIFE では、

ファイザー製薬が社会貢献として実施する「ファイザー

プログラム」の助成金を受け、2016 年に、LGBT の就労

に関する取り組みを実施しました。取り組みの内容は、

面談・同行支援もできる専用電話相談の実施と、アンケー

ト調査です。

　電話相談では、「LGBT であることを隠さず働きたい

が、職場環境から難しいと考えてしまう」「トランスジェ

ンダーでも働ける職場を探している」など、LGBT に理

解ある職場を求める声が多く寄せられました。今回の相

談事業では、電話相談だけでなく、必要に応じて面談や

同行支援を行うことが特徴でした。あるゲイの当事者は、

長期間続けられる仕事になかなか巡り合えず失業中で、

「ゲイとして安心して働ける仕事を見つけたい」と電話

相談を利用しました。うつ病と発達障がいを抱えている

とのことで、面談した後、発達障がいの方の就労支援に

力を入れている支援団体につなぎ、ハローワークでの就

職相談も利用しながら、障がい者雇用枠での就労が決ま

りました。PROUD　LIFE としても、就労支援団体との

ネットワークをつくることができた貴重な経験でした。

　「LGBT 就 職・ 職 場 ア

ンケート」は、職場で差

別された事例や、配慮を

感じた経験などを LGBT

当事者に聞くもの。アン

ケートは、「NRGR+」や

虹色どまんなかパレー

ドなどの会場で対面記

述式で集めたほか、イン

ターネットでも集計し

ました。

　その結果、職場で嫌

な思いや差別を感じた

ことがある人が全体の

５４％あり、そのうち 3

割の人が差別を理由に

職場を変わったことがあるという結果が示され、「セク

シュアリティをバラす」「わかっていたら採用しなかっ

た」などの激しいハラスメントもありました。アンケー

ト結果の詳しい内容は、ホームページから見ることがで

きます。

http://www.proudlife.org/wp-content/uploads/LGBT_

job2016.pdf
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　ＬＧＢＴに対する社会的注目が集まり、社会現象の一つになっています。一方、雑誌で「Ｌ
ＧＢＴブームの光と影」などの特集が組まれる等、疎外、社会的排除等ＬＧＢＴがかかえる困
難な状況は変わっていません。
　この一年、私たちＰＲＯＵＤ　ＬＩＦＥは、多様性を認め合え、一人ひとりが輝ける社会の
実現にむけて、様々な取り組みをすすめてきました。この通信にて、私たちの活動の一端をご
覧いただき、今後もさらなるご支援・ご協力をお願いいたします。　　（代表理事　安間　優希）

名古屋市中区栄 4-15-41-407

ＮＯ．５（2017 年 6月号）

ファイザープログラム助成事業
就職・職場についての電話相談とアンケートを実施



第８回「パートナーシップ制度について」

　第８回虹色ラウンジでは、地方自治体で広がっている

パートナーシップ証明制度について，理事で弁護士の倉

知さんと堀江さんの報告を聞き話し合いました。

　パートナーシップ証明制度についての議論をする前提

として、同性婚が認められないことによる不利益につい

て、異性間のカップルでは当然に認められる相続や社会

保障などに関する権利が認められないことだけでなく、

そもそも同性カップルと異性カップルとの間で家族とし

て認めない根本的な差別構造があります。

　そのうえで、各国の同性婚や同性パートナーシップ制

度と日本の地方自治体が行っているパートナーシップ証

明制度との違いに触れつつ、パートナーシップ証明制度

について内容を確認していきました。

　これまでの虹色通信でも解説していますが，渋谷区の

条例型とその他の自治体での要綱型の二つがあります

が，それぞれのメリットとデメリットについて話を進め

ていきました。

今回の虹色ラウンジでは，単にパートナーシップ証明制

度について解説するだけでなく，参加者との皆さんと一

緒に，名古屋市など東海地方の自治体で何ができるのか

について意見交換をしました。

　自治体レベルでは法令上の限界がある中で，渋谷区レ

ベルの条例が限界なのかどうか、また、保守的な政党が

強いエリアで政策課題とさせるためにどのようにアプ

ローチすればいいのか、まずは社会的全体の問題との共

通認識とするためにパレードをはじめとした活動の重要

性についても話がでました。

　その後、政令指定都市で初めて札幌市がパートナー

シップ証明制度を今年の６月から初めています。政令指

定都市である名古屋市でも導入できるように、議会、行

政への働きかけ、社会的な理解を得るための活動を続け

ることが大切です。

　昨年、岡崎市より PROUD LIFE に対して市内各所で市

民を対象に配付する LGBT ハンドブック作成依頼があり

ました。2017 年 3 月までにハンドブック（A ５版 16 ペー

ジ）を作成・印刷し、完成品を市に納品するというもの

です。

　依頼を受けて以降、PROUD LIFE では、プロジェクト

チームを作成し、何を盛り込むかのアイディアだし、そ

して目次・原稿作成におよそ半年間かけて取り組み、こ

の 4 月に岡崎市に 1000 部を納品することができました。

このブックレットは市や市民にも好評で、中日新聞にも

紹介されました（○月○日中日新聞○○版）。

　内容は、性の多様性についての基礎知識、学齢期・青

年期・壮年期・高齢期ごとの困りごとをまとめた LGBT

のライフステージと課題、LGBT と教育・学校生活、カ

ミングアウトについて、LGBT と職場、身近にいる当事

者の声、LGBT に関する映画や書籍等々の幅広い内容に

なっています。パンフレットは以下のページからダウン

ロードすることができます。一読された方は、ぜひ感想

をお聞かせください。

http://www.city.okazaki.lg.jp/1550/1556/1717/

p021048.html

性は虹色のグラデーション
ＬＧＢＴを知るためのハンドブック

岡崎市からの委託を受けパンフレットを作成

　隔月開催の PROUD LIFE 活動報告交流会
　虹色ラウンジの報告（第８回～１２回）



第９回「ハラスメントについて考えよう」

　８月の虹色ラウンジでは、ハラスメントについて学習

しました。現代社会は、パワーハラスメント、モラルハ

ラスメント、セクシュアルハラスメント、マタニティハ

ラスメント等々、ハラスメント ( 嫌がらせ ) が氾濫して

います。中でも、職場でのパワーハラスメントは、「指導」

の名のもとに正当化され、人格否定を繰り返された結果、

被害者の心がむしばまれ、さらにミスを招くという悪循

環に陥ります。

　ハラスメントは、加害者が被害者に対して上下関係を

強いて、他者の人格を否定することで、自分のプライド

を満足させるという側面があります。いじめと同じで、

きっかけさえあれば、理由なんて何でも良いのです。セ

クシュアル・マイノリティであることをきっかけに起こ

るハラスメントも起こっており、ＬＧＢＴｓハラスメン

トと呼ばれています。

　セクシュアリティの問題は、人間の根源にかかわる問

題でもあり、軽いいじり、冗談のつもりでも、被害者の

心は傷つきます。特に、アウティングによる人権侵害は

深刻で、第三者による、意に沿わないアウティングや、

カミングアウトを条件とする配慮などは、ハラスメント

の典型例であり、人権侵害となります。まじめで、誠実

な人ほど深刻に受け止め、精神的に追い詰められやすい

のですが、加害者は他者を傷つけることを目的としてハ

ラスメントをしていることも多いので、酷い言葉を真に

受けないことも必要になってきます。

　ハラスメントと対極にあるのが、ダイバーシティとい

う考え方です。多様な性や生き方を認めようとする考え

方は、ひとりひとりを個性ある人間として尊重しようと

する考え方と共通します。多様な性や生き方を認めあう

ことが、さまざまなハラスメントの構造を壊していくこ

とにつながることが期待できます。勉強会では、質問や

意見交換も活発に行われ、相互に理解が深まる勉強会と

なりました。

第 10回＆ 11 回「「就労・企業の取り組み」

　１０月と１２月の虹色ラウンジでは、２回にわたって

ＬＧＢＴと就労・職場の課題をテーマに取り上げました。

　１０月１５日に開催された第１０回は、「アンケート

から考えるＬＧＢＴの就労問題」をテーマに、ファイザー

プログラム助成事業で取り組んだ就職職場アンケートの

中間集計をもとにして話し合いました。職場で受けた差

別や嫌な思いに関して、参加者の経験も交えて深めたり、

差別をなくすために必要なことは何かを考えました。（ア

ンケートの詳細は１面をご覧ください。

　11 回では、企業に対する研修や就業規則の見直し等の

コンサルティングを行っている on the ground project

代表の市川武史さんに、就労に関する企業の取り組みに

ついて聞きました。LGBT をはじめとした誰もが働きや

すい環境づくりは、大企業だけでなく、優秀な人材確保

につなげたいと考える中小企業にも広がっている実情な

どについて知ることができました。

　働くことは、生活の基盤ともなり、LGBT にとって大

切な課題です。PROUD　LIFE では、引き続き就労に関

する取り組みをすすめていきます。

　

第１２回「映画『リリーのすべて』」

　２月の虹色ラウンジ（18 日開催）は、『リリーのすべ

て』（原題 : The Danish Girl）を視聴し、参加した 10

数名の参加者と意見交換をしました。この映画は、世

界初の性別適合手術を受けた人物・リリー・エルベを題

材とした、デヴィッド・エバーショフによる小説『The 

Danish Girl』

を映画化した

作品です（こ

の小説は『リ

リーのすべて』

という題名で

日本語でも読

めます）。

　上映終了後には、場所を移し、お茶を飲みながら、ざっ

くばらんに感想を出し合いました。その中のいくつか

を紹介します。主人公のリリーを支えるパートナーのゲ

ルダの献身的な愛情について、もし自分のパートナーが

性別を変えたらどういう気持ちになるだろうか、またリ

リーが多重人格的に描かれているのは何故か（それくら

い、この当時は、性別移行することへの抑圧が強かった

からではないか）といった意見が出されました。



　近時、セクシュアル・マイノリティが講
師である、または、セクシュアル・マイノ
リティを対象とする、自己啓発ビジネス、
セミナー、カウンセリング、マルチ商法な
どが問題となっています。
　これらのビジネスが一概に問題があるわ
けではありませんが、中には、数千円の参
加費を払って参加をしたところ、受講料が
約１００万円のセミナーに執拗に勧誘され、
契約をしてしまったという例もあります。
　また、高額でなくとも、内容に問題があっ
たり、宣伝が誇大であったり、途中で解約
したくても応じてもらえないなどのトラブ
ルもあります。　
　いったん契約をしてお金を払ってしまっ
た場合、お金をとり戻すことは難しいこと
が多いです。また、クレジットカードを使っ
た分割払いについても、必ず解約できるわ
けではありません。
　そのようなトラブルに巻き込まれないた

めには、「その場で契約をしないこと」「別
の誰かに相談すること」が大切です。
　「今契約すれば特別価格で契約ができる」

「人気の講座で空きが１つしかない」などと
即決を迫られることがありますが、冷静に
判断をさせない手法であることも考えられ
ます。
　契約書や重要事項説明書などの書類を持
ち帰って、内容をよく読んでください。そ
の際には、一人で考えて結論を出すのでは
なく、他の人に相談をして、慎重に検討を
することをおすすめします。
　そして、もしも、高額なセミナー等に契
約をしてしまって後悔されている方は、消
費生活センターや弁護士に相談をしてみて
ください。弁護士が交渉のお手伝いをして、
解約に応じさせたケースもあります。
　対応が難しいケースもありますが、まず
は、相談をすることをおすすめします。

虹色どまんなかパレード

ナディアパーク開催でアピール度UP！
今年は 2017 年 9 月 16 日開催

　２０１２年から池田公園を会場に開催されてきた虹
色どまんなかパレードですが、第 5 回の２０１６年か
ら会場をナディアパークに変え、より多くの人たちに
アピールできるイベントとして開催されました。
　また、パレードに続くシルバーウィーク期間を

「NAGOYA レインボーウィーク」として、企業や当事
者団体に様々な取り組みを呼びかけました。ウィーク
期間中は、ナディアパーク７階の「セブンスカフェ」
を会場に、「市井の LGBT」のポートレートを写すキャ
ンペーン「OUT　IN　JAPAN」を開催。たくさんの方々
にご来場いただきました。
　会場の変更に加えて、時代の流れも追い風となり、
マスコミの注目度もかなりアップしました。

　今年のパレードは、同じくナディアパークを会場と
して、９月１６日に開催される予定です。

セミナーの勧誘にご用心！


